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当社は、タメニーアートワークス株式会社（以下「分割会社」といいます。）との間で、

当社を吸収分割承継会社とし、分割会社を吸収分割会社として、同社が有する法人向けイ

ベント企画運営事業（以下「対象事業」といいます。）に関連する権利義務（以下「承継

対象権利義務」といいます。）を分割会社から当社に承継させる吸収分割（以下「本吸収

分割」といいます。）を行うことにいたしました。つきましては、会社法第 794 条第 1 項

及び会社法施行規則第 192 条の規定に従い、以下のとおり吸収分割契約の内容その他法務

省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。 

 

1.  吸収分割契約の内容（会社法第 794条第 1項） 

別紙 1 のとおりです。なお、本吸収分割は、当社においては会社法第 796 条第 2 項

に定める簡易分割となり、分割会社においても会社法第 784 条第 2 項に定める簡易分

割となります。 

 

2. 吸収分割対価の定めの相当性に関する事項（会社法施行規則第 192条第 1号） 

本吸収分割に際しては、当社は分割会社に対して承継対象権利義務に代わる金銭等

の対価として金 130 百万円を交付します。本吸収分割に際して交付される対価につい

ては、本吸収分割により当社に承継される対象事業の事業価値を算定し、その他諸般

の事情を総合的に考慮して、当社及び分割会社の間で真摯に協議を重ねたうえで決定

されたものであることから、相当と判断しております。 

 

3. 会社法第 758条第 8号に掲げる事項（会社法施行規則第 192条第 2号） 

該当事項はありません。 

 

4. 会社法第 758条第 5号及び第 6号に掲げる事項（会社法施行規則第 192条第 3号） 

      該当事項はありません。 

 

5. 吸収分割会社に関する事項（会社法施行規則第 192条第 4号） 

(1) 最終事業年度に係る計算書類等の内容 
   分割会社の最終事業年度における計算書類等の内容は別紙 2のとおりです。 

 

(2) 最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時計算書類等の内容 

該当事項はありません。 

 

(3) 最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財

産の状況に重要な影響を与える事象  

分割会社は、2023 年 2 月 20 日開催の取締役会において、本吸収分割の効力が発生

することを条件として、分割会社の完全親会社であるタメニー株式会社を吸収合併

存続会社、分割会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併（以下「本吸収合併」とい

います。）を行うことを決議しました。なお、本吸収合併の効力発生日は、本吸収



分割の効力発生日と同日の 2023年 3月 31日を予定し、また、本吸収合併は本吸収分

割の効力発生を停止条件としてその効力が生じるものとしております。 

 

6.  吸収分割承継会社（当社）に関する事項（会社法施行規則第 192条第 6号）  

最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会

社財産の状況に重要な影響を与える事象 

 

(1)当社は、2023 年 2 月 14 日開催の取締役会において、有償ストックオプションと

して当社の取締役及び子会社の取締役 6名に対し、新株予約権 2,500個（新株予

約権１個当たりの目的となる株式数 100株）および無償ストックオプションとし

て当社の従業員及び子会社の取締役 21 名に対し、新株予約権 5,200 個（新株予

約権１個当たりの目的となる株式数 100株）を発行することを決議いたしました。 

 

(2)当社は、2023 年 2 月 20 日開催の取締役会において、本吸収分割をおこなうこと

を決議し、同日付で分割会社と吸収分割契約を締結いたしました。 

 

7.  債務の履行の見込みに関する事項（会社法施行規則第 192条第 7号） 

当社の 2022 年 12 月末日現在の貸借対照表における資産の額は 15,645 百万円、負

債の額は 10,627 百万円であり、その後これらの額に重大な変動は生じておりません。 

 本吸収分割により、当社が分割会社から承継する資産の額は 7 百万円、負債の額

は 0円となる見込みです。 

 また、本吸収分割の効力発生日までに当社の資産及び負債の状態に重大な変動を

生じる事態は現在のところ予測されていません。 

 以上より、本吸収分割後における当社の資産の額は負債の額を十分に上回る見込

みです。 

 以上の点、並びに、当社の収益状況及びキャッシュ・フロー等に鑑みて、当社が

分割会社から承継する債務については、本吸収分割の効力発生日以降も履行の見込

みがあると判断します。 
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